
平成２０年７月号

平成２０年６月から身体の障害により図書館に来ることが困難な方に無料で図書の郵送貸出を始めました。

１．このサービスをご利用できる方、

小田原市在住・在勤・在学の方、又は南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町、箱根町、

真鶴町、湯河原町及び二宮町に在住の方で、次の事項（要件）に該当する方です。

手帳等の種類 障害の種類など 障害の程度

両下肢、体幹、移動の機能障害 １級または２級

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、

小腸の障害
１級または３級身体障害者手帳

免疫の障害 １級～３級

両下肢、体幹の障害 特別項症～第２項症

戦傷病者手帳 心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、

小腸の障害
特別項症～第３項症

介護保険被保険者証 要介護状態が要介護５

２．貸出冊数、貸出期間

○貸出冊数図書１０冊まで紙芝６点まで ○貸出期間 １４日間以内

３．利用方法

このサービスをご利用いただく場合には、郵送貸出登録申込書と該当する手帳等のコピーの写し（一部）

の提出が必要となりますので。申し込みを希望される方は事前にかもめ図書館へ電話またはカウンターへ

お問い合せください。なお、手続きはご本人又は代理人でも可能です。

小田原市立図書館（地域資料室）で所蔵している特別集書の目録が、図書館ウェブサイトからダウンロードできる

ようになりました。 ≫図書館ＨＰ（http://www.city.odawara.kanagawa.jp/public-i/e_f/library/library.html）

→ 地域資料室所蔵の貴重資料の利用について → 目録ダウンロード

＊＊目録ダウンロードが可能な特別集書＊＊

○片岡文書（小田原宿・交通関係資料） ○山県公文庫（山県有朋旧蔵資料） ○板倉文書（小田原藩関係資料）

○小田原有信会文庫（小田原藩関係資料） ○牧野信一資料（作家関係資料） ○長谷川如是閑文庫（一般教養図書）

○山崎元幹文庫（南満州鉄道・中国関係資料） ○報徳集書（二宮尊徳関係資料） ○藤田西湖文庫（武術・忍術関係資料）

閲覧は地域資料室で、開館日の 9：30～12：00、13：00～16：30 にお願いします。

特別集書の閲覧は予約制です。閲覧したい日時を、必ず係員に事前に連絡・相談してから、申込書（ダウンロード

可）を３日前までに提出してください。

e-mail : tosho@city.odawara.kanagawa.jp

宅配貸出サービスを開始しました。

特別集書目録がダウンロードできます！



◇一日図書館員（かもめ図書館）

夏休みに本の貸出・返却など図書館の仕事を体験してみよう。

８月１日（金）と５日（火）１０時から１５時 対象は小学４年生から６年生です。

申し込み方法など、詳しいことはチラシ又は７月１５日号のおだわらいふをご覧ください。

◇図書館たんけん隊（市立図書館）

夏休みに、図書館をたんけんしながら、クイズやおりがみで楽しくあそぼう。

８月２日（土）と９日（土）１３時から１５時３０分 対象は小学１年生から３年生です。

申し込み方法など、詳しいことはチラシ又は７月１５日号のおだわらいふをご覧ください。

◇布の絵本展（かもめ図書館）

世界にひとつしかない手作りの布絵本の展示を行います。

７月２０日（日）～ ２４日（木） １０時から１６時 場所：かもめ図書館 創作室

◇よみきかせ夏のおたのしみ会（市立図書館・かもめ図書館）

パネルシアター・大型絵本・大型かみしばいなどよみきかせの拡大版！

７月１９日（土）市立図書館 こどもクラブ室 午後３時から４時（開場 午後２時４５分）

８月 ２日（土）かもめ図書館 こどもクラブ室 ≪幼児向け≫午後２時～２時３０分

≪小学生向け≫午後３時～３時４０分

◇夏休み特別こども映画会（かもめ図書館）

夏休みに特別こども映画会を開催します。

８月７日（木）午後２時から『 ハードル 』かもめ図書館視聴覚ホール

お願い：上記の本をお持ちで、読

み終えてご不要になられた方は、

ぜひ図書館にご寄贈ください。

◇ 情報発信コーナー／企画展示（市立）企画展示のコーナー（かもめ）◇

順位 書名（著者名）

１ ホームレス中学生（田村裕）

２ 流星の絆（東野圭吾）

３ 夢をかなえるゾウ（水野敬也）

４ ダイイング・アイ（東野圭吾）

５ 私の男（桜庭一樹）

５ 楽園 上（宮部みゆき）

７ 楽園 下（宮部みゆき）

８ 女性の品格（坂東真理子）

９ おひとりさまの老後（上野千鶴子）

１０ ジーン・ワルツ（海堂尊）

小田原と文学－③ 北原白秋

白秋は 20 歳のときに上京して以来、生涯で 40 回以上の転居を重ね

ていますが、その殆ど全てが借家の生活でした。その中で唯一自分の持

ち家となったものが小田原の伝肇寺境内の木兎の家とそれに隣接する 3

階建ての洋館でした。それだけ小田原という土地が気に入っていたと言

えるでしょう。

大正 8年に前年の「赤い鳥」の創刊で次第に生活が安定してきた白秋

はそれまで間借りしていた伝肇寺の本堂の一間から寺の境内を借用し

て、以前に遊びに行ったことのある小笠原諸島の民家を模して茅葺・藁

壁の木兎
みみづく

の家を建てました。童謡作家らしくその姿は「左右の窓がお目

目、入り口がお鼻、正面から見ると木兎の顔にそっくり」と表現してい

ます。さらに翌年にはこれに隣接して 3階建ての洋館を建て、屋根を赤

い瓦で葺きました。この洋館の姿は白秋の弟子の大木敦夫が「赤き屋根」

という詩作品で描いています。

大正 12 年の関東大震災で洋館の 1 階が大破し、やむなくこの家を引

き払い、東京に引っ越したのは 15年の春のことです。

市立図書館（一般／児童）

７月 夏の風物詩「祭りと花火」／夏休みおすすめの本

８月 日本の原爆／夏の虫

９月 防災について／実りの秋

かもめ図書館（一般）

７月 戦争

８月 オリンピック

９月 地図帳いろいろ

かもめ図書館（児童）

７月 むか～し、むかし／バーバラ・クーニー

８月 夏休みおすすめの本・自由研究／加古里子

９月 お月見したいな／マーガレット・Ｗ・ブラウン

◆本の予約状況（６月１日現在）


